
徳島県 阿南市 柴田 寛生

【年 齢】
28歳

【出身地】
東京都練馬区

【転出元】
東京都練馬区

【前 職】
不動産営業

【活動時期】
R4.4～R7.3

東京出身ではありますが、大学進学時に北海道網走市の大
学（海洋水産学専攻）へ進学したことで田舎暮らしの良さ
に気づきました。ただ、卒業後は社会人経験を積むために
一度東京へ戻り就職しました。不動産ベンチャー企業で武
者修行しながら、常に田舎暮らしについてのアンテナを高
めていたところ、阿南市の地域おこし協力隊の情報を発見。
もともと海が好きであったため、「阿南市をSUPで盛り上
げる」というプロジェクトに興味を惹かれ、入隊を決断し
ました。

【メディア等の取材連絡先】
メールアドレス（個人）8903rhcp@gmail.com
電話番号（個人）080-3388-0360

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
GOGO SUP&CAFE Instagram

任期中に築いた人間関係を活かし、任期終了後は下記3つ
の仕事を中心に、引き続き阿南で生活を継続したいと思っ
ております。
①受け入れ団体での仕事を継続して引き受ける
②地元企業にて週3日の正社員勤務
③起業による築古再生賃貸事業
限られた時間で3つの仕事をバランスよくこなしていき、
都会では実現できない自分だけの田舎での生活のしかたを
見つけていきたいです。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●豊かな自然環境を生かしたSUPスクールの実施
阿南市の豊かな海洋環境を観光にも活用できるよう
にSUP体験のできるカフェ（GOGOSUP&CAFE）を
淡島海岸という場所で運営しています。近年SUPの
認知度も上がってきていることもあり、県内だけで
なく県外の様々な場所から年間400人前後のお客様に
お越しいただいております。

●SUPレース大会を通じて県外に魅力発信
SUPには競技としての側面もあり、その競技人口も増
えており、各地で大会が開催されております。阿南で
も西日本選手権など日本SUP協会公認大会を4回開催
し、全国のSUPファンの認知向上を高めております。
世界チャンピオンをゲスト招待するなど国際的な交流
も積極的に図っております。

●水辺の安全を守るライフセービング活動
水辺の楽しみ方を伝えるだけでなく、その危険性も
同時に伝えることがSUPスクールの役割であるた
め、日本ライフセービングクラブの資格を取得しま
した。夏場の海水浴期間はホームビーチである淡島
海岸でライフセービング活動を行い、海の事故の未
然防止に取り組んでおります。

観光・情報発信


	スライド番号 21

